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　４月１６日（金）午後１時から町公民館において、苫前
町農業協同組合（松原幸博代表理事組合長）の第６２回
通常総会が開催された。
　総会には、委任状を含め３０９人が出席、松原組合長
はあいさつで「２１年度は挑戦をテーマに推進、基盤の
健全化に向けての1年間だったが、春先の干ばつ、低温、
日照不足、多雨等の影響で、作況指数も87パーセントと
過去2番目の悪さとなった。また、政権交代で農業政策
も180度転換された。２２年度も厳しく問題も山積して
いるが、本年度からの農協経営中長期３ヶ年計画を推進、
組合員のための農協基盤の確立と強化に努め、農産物の

生産向上を図り、２２年
度は、前年度目標と同額
の２４億８３００万円を目
標に進めていきたい」と
述べた。
　森町長、工藤道議ら来
賓祝辞のあと、議案を審
議し、原案通り可決した。
２２年度は、豆類乾燥調
製施設をフル活用し、安
定した販売事業展開と財
務の健全化に向けた自己
資本の充実に取り組んで
いく方針に組合員の協力
を求めた。

第62回通常総会　苫前町農業協同組合
　３月２８日（日）午後１時からとままえ温泉ふわっとに
おいて、留萌管内技能者大会が開催された。
　「視点の届かない世相に力強く活動しよう匠の連合！」
をテーマとして行われた式典には、留萌管内９市町村より
技能者、来賓ほか関係者１５０名が参加、技能労働者の
職業の正しい評価と技能尊重の気風の浸透及び技術革新
に伴う技能の向上・進展を図り、一層の地域産業振興へ
の寄与することを確認した。
　式典の中では、技能が極めて優れ、他の見本となり、
技能を通じた作業の改善や後進の指導に努力するなど著
しい貢献を収めた方を表彰する「卓越した技能者支庁長
表彰」に本町で板金工を
営んでいる佐藤鬨夫さん
が、また、留萌地方技能
尊重運動推進協議会長
表彰の優秀技能賞として
能登智笠さんが受賞され
た。
　謝辞で佐藤さんは「永
い年月を大過なく勤めさ
せていただくことができ
たのも、先輩上司や同僚、
後輩諸氏のご指導のお
陰。決意も新たに一層職
務に精進していきたい」
と述べた。

留萌管内技能者大会が苫前町で開催

　４月６日（火）古丹別在住の服部秀行さん宅前で、留
萌振興局森林室普及課主催による「キノコ栽培研修会」
が開催され、町内で活動している学隣林業グループ会員
や森林所有者、一般住民など１５名の参加で行われた。
　この研修会は、森林内にある残材等を利用してキノコ栽
培の楽しさから、森林や林業との関わりを深めるために実
施された。
　栽培方法は、約９０センチほどに切られたミズナラに穴
をあけ、種駒といわれる椎茸の菌入りの駒を入れていく駒
菌方式と、おがくず、ナメコの菌、米ぬかなどをかき混ぜ、
シラカバやシナノキを約１５センチに切った間に１センチ
ほどの厚さではさんでいく、サンドイッチ方式の２種類を
体験した。
　肌寒い風が吹く中、参加者も秋の収穫を思いながら楽
しそうに体験していた。

キノコ栽培研修会
　４月１日（木）町長室において、苫前町消防団長への辞
令交付式が行われ、平成２１年度をもって消防団長を退
任される小倉哲志さんと平成２２年度より消防団長となる
瀬川信昭さんに辞令書が交付された。
　瀬川さんは、昭和５６年に消防団苫前分団に入団、そ
の年の冬に火災へ出動、厳寒の中での消火活動を経験し、
心身ともに凍る思いをしたこともあったとのこと。平成３
年に班長、平成１２年には分団長、平成１４年から副団長
として活動してきた。
　瀬川さんは、緊張した面持ちで辞令を受けていたが、
これから苫前・力昼・古丹別の３つの分団員８５名を統括
するにあたっては、「小倉団長の後を受け、責任の重さと
身が引き締まる思いを感じている。消防団活動で行ってき
たこれまでの経験を活かし、無火災を目標に活動していき
たい」と述べた。

苫前町消防団長に瀬川信昭さん
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　４月２３日（金）苫前保育園（青木久美子園長）の青組・藤組の園児２１名と消防婦人防火クラブ・消防シルバー防火
クラブとともに、苫前市街でパレードを行い、火の用心の呼びかけを行った。
　火消しの衣装を身にまとった園児たちは、まだ肌寒さが残るまちを元気に行進し、火の用心をアピール、北留萌消防組
合苫前支署前で行われた結団式では、藤組の工藤活稀くんから「ぼくたちはぜったいにひあそびをしません」と誓いの言
葉が述べられた後、消防車両をバックに記念撮影が行われた。
　一方、４月２７日（火）北留萌消防組合古丹別支署前で幼年消防クラブの消防士体験が実施され、古丹別保育所（川
森のり子所長）の３才児～５才児までの２８名が参加した。
　挨拶で北留萌消防組合古丹別支署の加藤隆雄支署長からは、「マッチやライターなどを使って火遊びは絶対しないよう
に」と述べ、園児たちも元気よく返事をしていた。
　その後、園児は青やピンクの色をした消防服とヘルメットをつけての記念撮影や放水体験、ホース収納体験、消防車に
よる市街地での火の用心の呼びかけ、水消火器の体験など盛りだくさんの内容で行われた。中でも放水体験では、子ども
用に負担の少なく通常より細いホースで行われたが、出される水圧はなかなかのもの。子ども達はおっかなびっくりしなが
ら、ホースをしっかり握りしめていた。

　１学期が始まり、新学年として学校生活がスタートした町内小学
校・高等学校で雪解けに伴い自転車シーズンを前にして交通安全
教室が開催された。
　４月８日（木）苫前商業高等学校（金濱茂校長）で開催された教
室には、羽幌警察署の赤坂清孝地域交通課長を招聘し、「交通安全
について」の講話が行われた。
　自転車の乗り方などのルールのＤＶＤを見た後、自転車は基本的
に車両の一部であることのほか、止まれの標識を守ることや歩道を

走る際は車道側を走る
こと、傘を差すことや
携帯電話を捜査しながらの運転はしないよう述べた。
　４月２２日（木）に開催の苫前小学校（八谷芳博校長）の青空交通安全
教室では、交通安全のビデオを視聴、苫前駐在所の藤田利文所長のお話の
後、歩行班・自転車班に分かれ、道路や歩道の走り方、交差点・信号の渡
り方などの指導を受けた。大きい学年が小さい学年の児童を連れて走行な
どを行ったが、１年生は初めての青空教室ということもあり、少し緊張した
面持ちで指導を受けていた。終了後には、「ルールを守って、事故に遭わな
いように気をつけたい」との感想が発表された。
　４月２７日（火）には、古丹別小学校（岩村直幸校長）でも青空交通安
全教室が開催され、岩村校長、町交通安全推進協議会の山本啓一副会長か
らの挨拶の後、１・２年生は、トラックからの死角や内輪差の確認と自転車
実習を、３～６年生は自転車実習を行ったが、渡部工業株式会社の協力に
より行われた１・２年生の教室では、トラックへの乗車で実際に見える範囲
を確認したり、パイロンをたてたコースをトラックが曲がる際に、どれくら
い危険かを実際に見学した。子ども達は自分の背丈ほどあるタイヤにパイロ
ンが巻き込まれていく怖さをしっかり目に焼き付けていた。閉会式で古丹別
駐在所の鈴木憲作部長からは、ルールを守ることや友達同士で注意しあう
ことが大切だと語った。

町内保育所園児が火の用心を呼びかけ

町内小学校・高等学校で交通安全教室開催される



古丹別小学校

＜抱　負＞
母校での勤務になり

ます。自分が子どもだった頃を思
い浮かべながら、元気な後輩の子
どもたちと楽しく笑顔の毎日を過
ごしたいと思います。

小倉　陽子
教　諭
（臨時任用）

＜抱　負＞
教師としては新米で

すが、苫前の素晴らしいところを
子どもと一緒に発見し、学び合っ
ていきたいと思っています。よろ
しくお願いします。

佐藤　元希
教　諭
（新採用）

＜抱　負＞
この度、帯広市立

川西小学校より着任いたしました。
心機一転、環境もガラリと変わっ
た中で一生懸命頑張りたいと思い
ます。よろしくお願いします。

片山　知郎
教　諭
前任校
帯広市立川西小学校

＜抱　負＞
新採用として、古丹

別小学校に着任いたしました。子
どもたちと共に、自分自身も成長
していきたいと思っています。よ
ろしくお願いいたします。

熊谷　多希子
教　諭
（新採用）

＜抱　負＞
久々に地元に戻って

まいりました。苫前への赴任は使
命ととらえております。ベストを尽
くしますので、よろしくお願いしま
す。

鈴木　唯斗
教　諭
（期限付）

＜抱　負＞
小学生時代に過ごし

た故郷に帰ってきました。苫前町
の教育のために全力で頑張ります。
ご支援を宜しくお願いします。

関根　　智
教　頭
前任校
遠別町立遠別中学校

着任教員・事務職員等の紹介
この春、北海道教育委員会の４月１日付け人事異動により、町内小中高校などに新しく
着任されました教員・事務職員等の皆様を紹介いたします。

苫前小学校

苫前中学校

古丹別中学校

＜抱　負＞
岐阜県出身です。北

海道の魅力を肌で感じ、その良さ
を生かせるような教育活動を行っ
ていきたいと考えています。よろ
しくお願いします。

大山　勝己
教　諭
（新採用）

＜抱　負＞
苫前町の生活、古丹

別中学校の生活に早く慣れて、一
人前の先生になれるように一生懸
命がんばりたいです。

本間　洋行
教　諭
（期限付）

＜抱　負＞
今年の４月に増毛中

学校から古丹別中学校に赴任しま
した藤野雄介です。常に初心を忘
れず、自己を磨き、教師として人
間として成長していきます。

藤野　雄介
教　諭
前任校
増毛町立増毛中学校

＜抱　負＞
地域のみなさんと

共に生徒の成長をサポートする中
で、自分自身も成長して行きたい
と思っています。どうぞよろしくお
願いします。

萬谷　晴香
教　諭
（期限付）

＜抱　負＞
鬼鹿中学校から赴

任して参りました。明るく真面目
な苫前の子どもたちとともに頑張
りたいと思います。よろしくお願
いします。

岩清水　尚教
教　諭
前任校
小平町立鬼鹿中学校

＜抱　負＞
このたびの異動で、

留萌市立留萌中学校よりまいりまし
た落田千晶と申します。苫前町に
も早く慣れ頑張っていきたいと思
います。よろしくお願いいたします。

落田　千晶
教　諭
前任校
留萌市立留萌中学校
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苫前商業高校

＜抱　負＞
果物の町、仁木町よ

り参りました。苫前のメロン、野菜、
魚介類、式を楽しみ、苫前町・生
徒のために頑張りたいと思います。

鍛冶澤　英雄
教　諭
前任校
仁木商業高等学校

＜抱　負＞
浜益高校からきまし

た永塚幸といいます。１日も早く
生徒達の名前と顔を覚えて、頑張っ
ていきたいと思っていますので、
よろしくお願いします。

永塚　　幸
主任主事
前任校
浜益高等学校

＜抱　負＞
一日も早く苫前町民

として、地域に貢献できるように
なりたいと思います。苫前町の顔
「風車と苫商」の宣伝のために。

岩出　宏孝
教　頭
前任校
深川東高等学校

＜抱　負＞
この春、大学を卒業

したばかりです。別れは寂しかっ
たですが、それと引き換えに与え
られた今回の出会いに感謝し、毎
日精一杯頑張ります。

仲村　明日香
教　諭
（臨時任用）

＜抱　負＞
新天地苫前で、気持

ちを新たにスタートします。生徒
のために自分の力を発揮できるよ
うに頑張りますので、よろしくお願
いします。

溝渕　大地
教　諭
前任校
札幌厚別高等学校

＜抱　負＞
４月１日付けでオ

ホーツク管内の興部高校から苫前
商業高校に赴任してきました。生
徒のために頑張りますので、よろ
しくお願いいたします。

岡部　達哉
事務長
前任校
興部高等学校

苫前保育園

＜抱　負＞
素敵な先生・職員の

方々、大好きな子どもたち、温か
い保護者の皆様に支えられ、幸せ
な毎日です。笑顔を絶やさずに、
一生懸命頑張ります。

岩崎　夏奈
保育士
（新採用）

古丹別保育所

＜抱　負＞
子ども達といろいろ

な発見や経験をしながら、一緒に
成長していけるよう一生懸命頑張
りたいと思います。どうぞよろしく
お願いいたします。

坂下　琴美
保育士
（新採用）

３年間ありがとうございました・・・
　苫前町では、平成１９年４月から平成
２２年３月まで教育委員会社会教育主事
として仕事をさせていただきました。思い
起こせば中学校教師として、部活動・生徒
指導・サッカー協会の仕事の連続・・・こ
のままでは、偏った人間（教師）になって
しまう…そんな中から自分自身で、門をた
たいた社会教育の世界でした・・・　
　町民マラソン大会、凧あげ大会、公民
館フェスティバル、寿いきいき教室、舞台
鑑賞・・・まだまだたくさんのことがあり
ましたが、学校とは違う素敵な世界に驚き
と感動の連続でした・・・。
　苫前町の皆様には、行政勤務初めての
未熟な私を支えていただき本当に感謝し
ております。
　新天地の幌延中学校では、皆様方から
学んだことを心の糧として、未来を担う子どもたちのために頑張っていく
所存でございます。どうぞ皆様方も、ご健康に留意されまして、頑張って
下さい。
　苫前町がもっと素敵な町になりますことを心よりお祈り申し上げます。

幌延町立幌延中学校教諭　土岐　雄二

有限会社無限樹から町内保育所・小中学校へトマトジュースの提供
　４月１２日（月）町内の保育所・小中学校に有限会社無限樹（大川博文代表取締役）
からトマトジュースが提供され、この日の給食に出された。苫前小学校2年生の教室で
配布されたトマトジュースに児童は興味津々。いつも家でトマトジュースを飲んでいる
児童は少なく、初めて飲む児童がほとんどであった。一口飲んでみて顔をしかめる児童
もいたが、「トマトは嫌いだけど、ジュースなら飲める」という児童もいた。
　大川社長は、「苫前町の土地で育ったミニトマトで作られた安全安心で、とれたとき
の味がそのままのトマトジュースを地元の子ども達に味わってほしい」と述べていた。
　このトマトジュースは、本町農協Ａコープでも購入することができるので、収穫され
た状態そのままの味をぜひご賞味下さい。
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『地上デジタル放送相談会・説明会』のご案内
2011年7月24日までに

アナログテレビ放送は終了し、地上デジタル放送に完全移行します

　２０１１年７月２４日までの間にアナログ放送で視聴している方は、地上デジタル放送への受信準備が必要になります。
　地上デジタル放送に関して「わからないこと」や「こまったこと」を解決するため、下記の日程で地デジ相談会と説明
会を開催いたしますので、是非お気軽にお越しください。
　説明会：地上デジタル放送についての説明
　相談会：各ご家庭でわからないことや心配なこと、困ったことなどの相談に１対１で応じます。

日　　　　　時 区　分 会　　　場

5月24日（月）　9：30～12：00 相 談 会 苫前町公民館

5月24日（月）13：00～17：00 相 談 会 苫前町公民館

5月25日（火）　9：30～10：30 説 明 会 力昼生活館

5月25日（火）11：00～12：00 相 談 会 力昼生活館

5月25日（火）13：00～17：00 相 談 会 福祉センター

◆お問い合わせ先　　総務省テレビ受信者支援センター相談会グループ　(10166-21-6450)
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　この時季は空気が非常に乾燥し、火災が発生しやすい気象となることから、４月２０日から３０日までを『春の
火災予防運動』期間に設定し、火災予防の啓発活動を毎年実施しています。
　４月２０日（火）は古丹別市街地、４月２３日（金）には苫前市街地で防火パレードと車両啓発パレードが行わ
れ、園児や婦人防火クラブ員、シルバー防火クラブ員、町危険物安全協会員が参加し、市街地をパレードしながら
火災予防の呼び掛けを行いました。

北留萌消防組合消防署
〃

1６４-２３２１
1６５-４１１９

苫 前 支 署
古丹別支署

春の火災予防運動
「防火パレード」実施

広げよう 地域に根ざした 思いやり
私たち民生委員児童委員の“あい言葉”です

　民生委員児童委員は、地域の誰もが幸せで安心した生活をおくれるように応援します。
　何か心配ごとがありましたら民生委員児童委員にご相談ください。民生委員児童委員の中には、子どものことを
専門に担当し、活動する「主任児童委員」もいます。
　いずれも任期は３年間です。 －もちろん個人の秘密は守ります。

こんなとき民生委員児童委員へ

しあわせ応援ネットワーク　道民児連

在宅生活に関すること
○毎日の介護で困っていること
○福祉サービスの利用に関する
　こと（ホームヘルプ、給食、
　移送、除雪サービスなど）
○施設利用に関すること
　（デイサービス、ショート
　ステイなど）
○介護保険制度に関すること
○その他

在宅生活に関すること
○住まいに関すること
○近所付き合いに関すること
○生活費に関すること
○生活福祉資金など各種貸付
　制度の利用に関すること
○生活保護に関すること
○遊び場、通学路などの危険
　箇所に関すること
○公害や環境衛生に関すること

家族関係のこと
○結婚、離婚に関すること
○親子関係に関すること
○扶養に関すること
○相続に関すること
○その他

育児・しつけのこと
○育児やしつけに関すること
○いじめや不登校のこと
○学校生活の悩みに関すること
○非行に関すること
○児童虐待に関すること
○その他




